
★

「
誤
審
」
の
ア
メ
リ
カ
敗
退
！

ー

イ
ラ
ク
戦
争
三
年
、

平
和
は
来
た
か

ー

◆
世
界
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
（
ｗ
Ｂ
Ｃ
）
で
、
王
・
ジ
ャ
パ
ン
優
勝
！

日
本
中
が
歓
喜
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

い
っ
た
ん
は
、
、
帰
り
支
度
ま
で
し
て
い
た
日
本
チ
ー
ム
の
起
死
回
生
の
粘
り
と
勝
利
は
、
大
き
な

感
動
と
、
最
後
ま
で
望
み
を
棄
て
な
い
姿
の
す
ば
ら
し
さ
を
私
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま

し
た
。

◆
一
方
、
三
二
名
中
二
二
名
の
審
判
員
を
自
国
の
審
判
員
で
占
め
、
自
国
の
試
合
に
自
国
の
主
審

を
出
し
、
二
つ
の
大
誤
審
を
し
て
ま
で
、
勝
敗
に
こ
だ
わ
っ
た
ア
メ
リ
カ
は
敗
退
し
ま
し
た
。

★
「
誤
審
」
は
野
球
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

◆
「
イ
ラ
ク
戦
争
の
お
か
げ
で
、
世
界
は
よ
り
平
和
に
な
っ
た
」

イ
ラ
ク
戦
争
か
ら
三
年
目
の
三
月
二
〇
日
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
演
説
で
こ

う
語
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
そ
う
思
い
ま
す
か
？
ほ
ん
と
う
に
そ
う
感
じ
ま
す
か
？

あ
の
戦
争
で
、
十
数
万
人
の
イ
ラ
ク
市
民
の
命
が
奪
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
兵
士
も
二
千
三
百

人
以
上
亡
く
な
り
、
イ
ラ
ク
は
い
ま
出
口
の
見
え
な
い
泥
沼
状
態
で
す
。
世
界
各
地
の
テ
ロ

も
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
世
界
は
平
和
に
な
っ
た
と
、
ど
う
し
て
言
え
る
の
で
し

ょ
う
か
？

◆
実
は
こ
の
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
「
誤
審
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
「
イ
ラ
ク
に
大
量
破
壊
兵
器

が
あ
る
」
と
言
っ
て
、
国
連
の
承
認
も
な
い
ま
ま
攻
め
て
ゆ
き
ま
し
た
が
、
大
量
破
壊
兵
器
は
最

初
か
ら
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

◆
「
誤
審
」
の
原
因
は
、
「
武
力
」
で
平
和
は
来
る
、
と
い
う
思
い
あ
が
り
で
し
た
。

★

日
本
国
憲
法
に
「
誤
審
」
は
あ
り
ま
せ
ん

◆
戦
後
私
た
ち
は
、
「
武
力
」
で
平
和
は
来
る
、
と
い
う
判
断
は
間
違
っ
て
い
た
と
知
り
ま
し
た
。

我
が
日
本
国
憲
法
が
言
っ
て
い
る
の
は
こ
の
こ
と
な
の
で
す
。

◆
こ
の
基
本
（
日
本
国
憲
法
）
ル
ー
ル
に
立
つ
限
り
、
国
際
政
治
の
場
面
に
誤
審
は
あ
り
ま
せ
ん
。

野
球
の
誤
審
は
勝
敗
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
国
際
政
治
で
の
誤
審
は
、
人
の
命
に
関
わ
っ

て
く
る
の
で
す
。
現
憲
法
を
変
え
て
し
ま
う
と
、
誤
審
の
可
能
性
は
限
り
な
く
高
ま
り
ま
す
。

人
類
の
誤
審
を
し
な
い
よ
う
、
現
在
の
憲
法
を
特
に
第
九
条
を
是
非
と
も
守
り
抜
き
ま
し
ょ
う
！

二
〇
〇
六
年
四
月
九
日(

日
）

第
四
七
十
回
憲
法
を
守
る
平
和
行
進

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
紺
屋
町
三
〇
一
～
一
五

★
月
例
護
憲
デ
モ

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

◆武力ではなく「平和憲法」で国際貢献！ これが日本の使命です◆

◆浜松市憲法を守る会のホームページ http://goken-hamamatsu.cool.ne.jp/ ◆


